





































































































NA/DK 2人(MISSING) n=414 
生涯学習機関としての専門学校の可能性について(原 清治)
レクト・エントリー・コーホート」が287名で約 7割在籍し，-ディレイド・エントリー・コー






















































4.6 0.8 3.4 
18.6 6.3 12.3 
9.8 1.6 8.2 
27.4 7.1 20.3 
36.8 8.7 28.1 
0.4 3.1 2.7 。 30.7 30.7 
0.7 37.8 37.1 
1自 3.9 2.1 

























































ドエントリーでは「免許・資格取得のため (71.7%)Jである O つまり，ダイレクトエント
リーでは，最終的には希望の職に就くことができることに重点が置かれるのに対し，ディレイ
ドエントリーでは「免許・資格取得のためJ (7l.7%) や「専門知識や技術を習得するため」






















コDiーreホctーEトn(tAry ) コDeーlaホyeーdトE(Bnt)ry 凶レン出ジ~ 
10.2 7.9 2.3 。 0.8 0.8 
2.5 7.1 4.6 
3.5 1.6 1.9 
3.2 3.9 0.7 
13.3 1.6 11.7 
4.2 7.9 3.7 
58.6 71.7 13.1 
61.4 64.6 32 
57.2 70.9 13.7 
8.1 6.3 1.8 
6.3 6.3 。
16.1 13.4 2.7 
4.2 0.8 3.4 
7.7 2.4 5.3 
6.3 1.6 4.7 
4.2 5.5 1.3 













































コDiーre木ct一Eトn(tAry) DコeーlaホyeーdトE(Bnt) ry 也レン己ジ創 F値
26.7 15.7 11.0 4.110軸尊 →図3参照
11.9 10.2 1.7 
3.2 。 3.2 
0.4 0.0 0.4 
1.1 1.6 0.5 
49.5 58.3 8.8 
43.2 48.0 4.8 
14.0 22.8 8.8 
4.2 3.9 0.3 
13.7 30.7 17.0 12.351枠制→図4参照
2.1 7.1 5.0 
9.5 1.6 7.9 
4.6 7.9 3.3 
p< .001事相同 pく05本輔 p< .10事事 pく 20本
図 3 |幼い頃からのあこがれ(Y・l1 図4 l知聾・教養を翠めるため(Y..J!




























DコiーreホctーEトn(tAry) コDeーlaホyeーdトE(Bnt)ry レンジ F値
!(A}-(B)! 
入学知【学校訴名教が度の選簡評が択単判高のがい理なのよしaい刊で】ηのでで 19.3 11.8 7.5 
37.9 33.1 4.8 
43.9 47.2 3.3 
講師名度に有名人がいるので 22.5 10.2 12.3 8.475判 事 →図5参照
親や先生がすすめたので 16.1 13.4 2.7 
慢就聴業料率が安いので 0.7 0.0 0.7 
がよいので 37.2 22.8 14.4 7.936榊* →図6参照
資格~験合格率が高いので 4.6 2.4 2.2 
諸施官設斤・設の備認が可整・指って定いをる受のけでているので 11.2 11.0 0.2 
28.4 22.8 5.6 
近代的な便校が舎良ないののでで 1.1 1.6 0.5 
交通の 8.1 19.7 11.6 9.583輔* →図7参照
震史があるので 8.8 12.6 3.8 
その他 8.4 18.9 10.5 
pく001帥梓 pく05本 輔 p< .10軸 p< .20事
図 5 l語師に有名人がいるので(y叫 i 図 6 |就m車が且いので(Y..l!
D"・ctEntry 。げectEntry 
D・l.ayedEntry 
10 ¥S 20 25 








































36.5 33.1 3.4 
21.8 29.1 7.3 
29.2 31.5 2.3 
64.8 61.4 3.4 
何物仲事間にやがにへ選は心も打捜友おの択必が積ちもし思に要人強み極込L疑をいだ〈ろなが的めつ入問とくっ拷再にる〈なをれたりなよて認惑っがやうるた議じ薄すにたよるしく〈なうよたな{っうこった立にたっなたっ
31.6 37.3 5.7 
34.7 48.8 14.1 
41.5 40.9 0.6 
勉先生強 34.2 54.8 20.6 5.893神本 →図B参照
37.2 40.5 3.3 
学歴 27.4 20.8 6.6 
進闘資路格争 た
34.3 22.2 12.1 1.660本 →図9参照
58.2 55.1 3.1 
36.6 37.8 1.2 
































変わった+どちらかといえば変わった 58.7 53.5 5.2 
変わっていない+どちらかといえば変わっていな 41.3 46.5 5.2 
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表10






































社会人 ー一一ー一一一一一一一一専門学担 (b) 48人目1
(アJい〈イト)
E '>001 Qli 出井百件宮古





































ス(c )と同様に， どうやら短大卒の最終学歴を取得している学生群にとっては I学歴」を
持っていることへの余裕が感じられ，そうしたゆとりが学校適応へつながりやすいという傾向





















































1 ) 専門学校の分野別在籍者数の推移については「平成 9年版 全国専修学校総覧』による。
2 ) 労働省編「労働白書J. 1993年版. 102頁の用法にしたがった。
3) 中山茂・後藤邦夫他著『実学のすすめ』有斐閣選書. 1983年. 73頁。
4) 文部省振興法令研究会編著「専修学校制度の解説』ぎょうせい. 1976年. 182頁。
5 ) 前掲『労働白書J. 104頁。
6 ) 梶原宣俊著「専門学校教育論」学文社. 1995年. 46頁
7) 乾彰夫は臨時教育審議会における専修学校政策を市場原理」や「規制緩和による自由化」から生涯
学習体系の一環として位置づけ，さらにそれは公共性の解体につながるものと指摘している O
8) 高等教育研究所編「地域短期高等教育システムの研究」高等教育研究所紀要第 6号. 1986年. 35頁0
9) 前掲「労働白書J. 230-233頁。






0草原克豪「短期大学と高等専門学校の現状と課題J q DE.現代の高等教育J 313号. 1990年。
O韓民「現代日本の専門学校」玉川大学出版部. 1996年。
OInternational Standard Classification of Education， Paris. Unesco， 1976 
OEducation in Japan: A Graghic Presentation， 1994， Ministry of Education， Science and Culture 
[追記]
本研究は，悌教大学平成 9年度特別研究助成「生涯学習機会としての専門学校一専門学校で学ぶ成入学生の
意識と実態調査の分析ー」を受けたものであり，本論文はその研究成果の一部である。
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